
　開講式（多治見砂防国道事務所）

【第１回 開催概要】
 開講日時：平成２５年９月１２日(木)　１０：００～１５：４５
 内容(場所)：開講式、自己紹介、道路講座（当事務所）、道路現場見学（21号御嵩地区整備工事及び
環境配慮型舗装）、地域づくり現場見学（虎渓山の里山づくり）

　道路講座（多治見砂防国道事務所の取組みなど）

　地域づくり現場見学（「水と街道」虎渓山の里山づくり）-多治見市-

　第１５期開放講座「水と街道」を開講いたしました。
　本講座は、平成２６年１月までに全５回（原則：毎月第２木曜日）開催し、この講座を通して当事
務所における砂防及び道路事業について理解していただくこと。また当講座ＯＢ団体が、それぞれの
地元で地域づくりに努力していますのでその取組みにふれていただき、みなさんの住んでいる地域を
元気に、より活力のある地域を目指して力を発揮していただくことを目的に実施いたします。

《第１回》
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平成2５年１０月 発行

「水と街道」だより

　道路講座では、「暮らしを支える道路について」と題して、宮原調査設計長が講師となり、道路
の役割、機能、歴史、道路事業の流れなどを説明しました。
　講座の中では、「多治見砂防国道事務所の取組み」や「東日本大震災からの教訓」「東海・東南
海・南海地震対策」についての説明もあり、皆さん熱心に耳を傾けていました。

　当講座OＢによる地域づくり団体「水と街道」虎渓山里山づくりの活動現場を見学しました。
　遊歩道の整備、シデコブシ公園づくりやしいたけづくりなどの活動について熱心な説明を受け
ました。

　道路現場見学（国道２１号 御嵩地区整備工事見学）-可児郡御嵩町-

　平成２３年９月の台風１５号により被災しました可児郡御嵩町次月（みたけちょうしづき）の道
路工事の現場を見学しました。そこでは、道路の法面（のりめん）に深礎工（しんそこう）（コン
クリート杭：直径３ｍ、深さ約２０ｍ）を約３ｍ間隔に８本設置して、崩れにくい道路にしまし
た。
現在は、深礎工工事のスペース確保に必要であった盛土の撤去・整備、排水路の整備などの工事を
行っています。
※法面・・・土を切取
ったり、盛ったりして
つくられた人工的な傾
斜面のこと。

（説明をする瑞浪出張所長）

（第１５期開放講座の開講にあたり
挨拶をする伊藤所長）

虎渓山の里山づくりのみなさんと

白い部分が環境配
慮型舗装。
手を当てて比べる
と温度差が体感で
きました。

 会員数１９名のうち１６名が出席

（自己紹介をする第１５期会員のみなさん）

道路講座の様子
道の駅「志野・織部」で環境配慮
型舗装を体感-土岐市-

見学中です


